On the Constants of the Adsorption Equation by 山田, 正 & 梶田, 茂
Title既報吸着式中の常数の意義
Author(s)山田, 正; 梶田, 茂




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
=･"HmMM""""""･･･- 仙 川日日日日仙川…仙 川- ･･Lh"･Hini-‖-川日="･"･-=",""=第4号●1953t日HT'"'日日日
既報･吸着式 中の常数の~意義
OntheConstantsoftheAdsorptio云'Equation


























…日'･"･,"未財 新鹿 資料……‖-I.,･-…‖…‖仙 川il･'LJ･"…日日L.I,HM州･Hn･.,.=…".･H,I.n･J,rLi.･'.LHi.I州.･L'iJMi,･L.'i仙州IL
に於ゆる常数 n,vm 及び C の具体的な意味を尭察し薫う｡











を測定した.2個の石英 spring に処理材と無処理線を1片づ摘 し,読取顛微鏡
(孟--)を左禦 移動して比較測定したO吸湿速度の測軍は適 溜めを上下する
事によDA及び Bを同時に開聞して吸湿開始時間の 同時性を期した.圧力は水
銀警 計を予 トメーター (忘 -m)で測定したo
実験結果 :一例を 図･2に示すO即含水率 11% 辺り迄は両者重く相等しや経過
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いること匹なる (K-1の場合)｡ そして Ⅹ-1-のよきの-並びの分子数の最大値

















よ り C及 Vm を決定した｡
結果の｣例を図･5及図･6に示す｡即ち,Vm の減少,Cの増加をみた｡
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.考察 ･'先ず Vm の減少の原因として熱処理による■1■一
(1) 結 晶領域 の変化
(2) ･組 成分 の変化
の 2つが考 え られ る｡●
(1) 結 晶額域 の増 大
組 成分 に変 化 が な いと仮定して,Vm減少の機構を考えるに,Vmが減少す る と
ゆ うの は,K-1 を仮定した場合図時)(a)のn-1･なる位置のH20分子の中或 る
ものが な くな る こと,即ち,非結晶領域中に走行する相隣る2つの糸状分子が ,熱
I.ネル ギ ーを得 て原子間距離が小さくなb強く結合したiめに,(etherlinkageの
形 成 と STAMM はのべている),後に H20分子が近接してもその結合が破れな く
な る と考 え得 るわけで,此卑しを図示すると,図･7(a)の未処茸材に対して,同 園
閑
＼雪時如令 非結晶軸
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